
令和５年版火災の実態 

 

事例１ 「石油ストーブ使用中に給油し、こぼした灯油に着火して出火した火災」 

       

出火時分  ４月 15 時ごろ  

用 途 等  住宅 防火造 1/0 延 40 ㎡ 

被害状況  建物ぼや１棟、石油ストーブ１台、毛布等焼損 

概  要 

 この火災は、住宅の１階居室から出火したものです。 

 出火原因は、居住者が石油ストーブを使用中に給油し燃料タンクをセットする際に、燃料タ

ンクの蓋が開いてしまいこぼれた灯油に着火して出火したものです。 

 居住者の母親は、居間にいたところ石油ストーブから火が上がったのを見て寝室の毛布を台

所の水道水に浸し、石油ストーブに被せた後、携帯電話から 119 番通報しました。 

教 訓 等 

 この火災は、石油ストーブ使用中に火を消さずに給油しようとして火災となったものです。

給油時は必ず暖房器具を消火し、火の気のないところで給油しましょう。また、燃料タンクの

蓋はきちんと閉めないと、取り付けるときなどに灯油がこぼれる危険があります。取扱説明書

をよく読み、正しい給油方法で使用しましょう。 

 

 

 

 

 

８ 石油設備機器 
【関連章第３章８】 

 

 

写真 8-1 石油ストーブの焼損状況 

 

写真 8-2 初期消火に使用した毛布の焼損状況 

 


